
　近年の技術革新に伴って測量に関する業務は大きく

範囲を広げ，日常生活のありとあらゆるところに測量

や地理空間情報が関わっていますが，その内容や魅力

はあまり知られていません。今回は世代および立場が

異なる方々をお招きし，どのように測量の魅力をPRし，

測量業界を発展させるかについて意見交換することを

目的として，広報推進協議会（測量・地図作成分野）座

長・飛田幹男氏（国土交通省国土地理院参事官）と測量

Boyzのメンバーである古村禎仁氏（日測技研株式会社），

植田雄大氏（株式会社エーティック）に対談していただ

きました。

自己紹介

古村　�日測技研株式会社の古村です。北海道南西沖地

震があった奥尻島（奥尻町）の出身です。数学が

得意だったこともあって，それから測量に興味

を覚え，札幌理工学院（江別市）を卒業して現在

に至っております。会社では川や海，用地など

の測量業務を担当しています。

植田　�株式会社エーティックの植田です。生まれも育

ちも札幌です。野生動物が大好きで，酪農学園

大学で野生動物の勉強をしてきました。会社で

は野生動植物の調査を担当しています。

飛田　�お二方に加えて飯田さん（株式会社シビテック），

永谷さん（株式会社シー・イー・サービス）の４

人のメンバーで測量Boyzとなるわけですね。皆

測量Boyz「恋のトータルステーション」
（引用：https://www.youtube.com/watch?v=6n8sPOy882c）

本企画では世代や立場などが異なる2つの考えを刺激しあうことを読者にわかりやすく表現したいため，参加者が3名以上でも対談という用語を用いて

います。
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測量の魅力をPR
対談者

　広報推進協議会（測量・地図作成分野）　飛田 幹男
測量Boyz　古村 禎仁，植田 雄大
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さんのプロモーションビデオ（以下，PVという。）

やジャケット写真を見ると，それぞれ楽器を

持っているようですが，皆さん楽器は演奏され

るのですか。

植田　�あの絵は，ジャケットを作成するためにギター

を持ったような形になっていますが実際には弾

けません。

古村　�自分も楽器は一切できません。音楽も，学校で習

う程度しかできなかったので，測量Boyzのお話

を最初にいただいたときにはびっくりしました。

飛田　�いや，そうは見えませんでした。本当にサマに

なっていて素晴らしいですね。では私も自己紹

介させていただきます。1987年に国土地理院に

採用されました。最初の仕事は基準点測量で，

多くの機材を持って山に登り四等三角点を設置

するような仕事をしていました。山頂の木の上

に測旗を設置した後別の山から，自分が設置し

た旗が山の稜線にヒラヒラとはためいているの

を見て地球規模の仕事をしているのだなと感動

したことを今でも覚えています。

　　　�その後，VLBIや，それからGPSも今のように測

量に使える前の段階から関わってきました。そ

して，合成開口レーダーのような宇宙測地技術

の開発と，それらを使った基本測量，それらの

成果も利用しながら，世界測地系に移行するた

めのソフトウェアの開発に携わったりしました。

また，本日は広報推進協議会の座長という立場

でも参加させていただいております。

測量Boyz誕生と広報推進協議会 
（それぞれの広報活動）

古村　�測量Boyzは測量業界に少しでも興味を持ってほ

しいという企画から始まっています。堅苦しい

内容よりも，少しくだけた感じのイメージのも

とに結成されました。

植田　�北海道測量設計業協会の会員企業の内，35歳以

下の者が集まる中で，「このようなものを作りた

いがどうか」という話があって，そのときは皆，

「いや，ちょっと私は……」という感じだったで

すが，その後，メールで「測量Boyzのメンバー

決定」と通知がありメンバーになったことを知り

ました（笑）。

飛田　�即席のバンドというようには見えませんね。

日々練習している人たちがPVを出したのかなと

思って，今お話を聞いて「へえ」と思いました。

　　　�「ハカレ，ハカレ，ハカハカレ」というように繰

り返していますね。これが何回も何回も出てく

ることで，印象的でしばらくは耳に残ったまま

になりますね（笑）。PVの中では仕事中の写真が

ちらりと入ったり，測量の小ネタがそこらじゅ

うにちりばめられていて面白い。歌詞等は皆さ

んで考えたのですか。

植田　�実はメンバーで作ったものではなく，歌詞や楽

曲についても，すべてプロの方にやってもらっ

測量Boyz
（引用：一般社団法人 北海道測量設計業協会 �

HP　http://www.hokusokukyo.or.jp）
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て進めてきました。

飛田　�歌詞の中に「インテリジェント基準点」の後に「気

づいて」というのがありますね。多分，インテリ

ジェント基準点という魅力的なものがあるのに，

気づいてくれないと。つまり，恋になぞらえる

と，「私の魅力をちゃんと気づいてもらえない」

ということでしょうけれど，それと同様に，測

量には魅力があるけれども，それに気づかれて

ないから，気づいてほしいという深いストー

リーがあるように感じました。

植田　�そうですね，相手と自分の気持ちを測るという

意味で，近づかないと測れないという意味は，

そこをなぞらえているというのは，おっしゃる

とおりだと思います。

飛田　�PVからは測量の楽しさに加え，役割や魅力，さ

らにわくわく感のようなものも伝わってきて素

晴らしいと思います。

　　　�我々の広報推進協議会の設立趣旨についてもお

話しさせていただきますと，測量とは社会を支

える重要な仕事なのですが，その仕事の性質上，

表舞台に出ることは少ないという状況なので，

測量という仕事の価値や重要性，また，測量に

従事する技術者の役割などについて，国民の皆

様の十分な理解があるとは言い難い状況になっ

ています。そこで，測量に関する国民の理解や

関心を高め，測量業全体が一層発展するという

ことを目指して，平成27年12月18日に設立さ

れました。

古村　�どのような活動を行っているのでしょうか。

飛田　�リーフレット作成や，各構成団体の活動として，

測量体験学習，地図や測量に関する講演会，シ

ンポジウム，フォーラム，セミナー，それから

学会活動などを行っています。同時に，構成団

体の広報誌，あるいは機関誌の発行もそれぞれ

行っています。

活動への反応／反響

飛田　�広報推進協議会による活動への反応について主

なものを紹介しますと，協議会のホームページ

の中で，特に「先輩からの一言」のコーナー，「測

量・地理空間情報 女性の技術力向上委員会」の活

動は，学生や女性からもポジティブな反応が寄

せられています。皆さんの活動にはどのような

反響がありますか？

古村　�私の姪がYouTubeで測量BoyzのPVを見ていつ

の間にか歌詞を覚えてしまって，サビの部分を

繰り返しリピートしていたのです。それを見て，

やはりYouTubeの影響力は大きいのだというこ

とをすごく感じました。

植田　�YouTubeをはじめ，テレビ・ラジオ・新聞・雑

誌と様々なメディアに露出させていただきまし

たが，周囲の皆さんから「すごいね」と言われま

広報推進協議会リーフレット（令和２年度版）
（引用：広報推進協議会 HP�

http://sokuryo-koho.com/activity-report/�
images/2020リーフレット.pdf）
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すし，周りの人に知られていることにびっくり

しています。役所などに行ったときにも測量

Boyzの話が出てきたりするときもあるので，広

報としては大成功しているのではないかと率直

に思っています。

飛田　�測量Boyzは広報としてとても良い活動，取り組

みですので，まずはリンクを貼らせていただい

て，協議会のホームページでも宣伝させていた

だければと思います。

　　　�（※注：対談後，広報推進協議会HPにリンクが

貼られました。）

人材／環境／問題点

飛田　�広報活動の強化のため協議会を発足した背景に

は，測量業者，測量技術者を取り巻く状況がど

んどん変わっていることがあります。実際の測

量作業に従事する技術者が減少しています。ま

た，高齢化が進んでいます。さらに，女性技術

者が少ない。これらの課題を解決していく必要

があるのです。

植田　�そうですね，私の会社でも若い人を採用しては

いるのですけれども，40代以下は極端に少ない。

デスクワークする女性はいるのですけれども，

実際に現場に出る人は少ない。やはり，高齢化

している，若い人がいない，女性が来ないとい

う，その三つに尽きるのかなと思います。

古村　�測量の機械も進歩して昔と比べ随分と軽くなっ

て扱いやすくなりました。女性でも操作しやす

くなっているとは思うのですけれども，その辺

もアピールしていかないと，女性は増えていか

ないのではないかと感じています。

　　　�それに加えて，測量の専門学校が減っていると

いうことも若手不足につながっているのではな

いかと感じています。

飛田　�女性職員で現場に行く人はいらっしゃらないと

いうのは，やはり女性たちは外に行きたいとい

う感触は持ってないということなのですか，そ

れとも，そもそも採用の枠として，事務職とし

て採っているということなのでしょうか。

古村　�女性技術者に関してはもともと応募してくるこ

とが少ないのではないかと思っています。

飛田　�そうですか。やはり，PR不足，PRの方法に改善

の余地があるのかなと思います。魅力というの

は，楽しさやわくわく感もあるのでしょうけれ

ども，それに加えて，女性や若者が働きやすい

職場環境，それから，魅力的な賃金も必要に

なってくるのかなと思います。いかがでしょうか。

古村　�測量業界全体が，有給休暇取得の促進や給与の

引き上げに努力を続けていって欲しいと思います。

植田　�測量はフィールドワークがきついにもかかわら

ず職場環境の整備がされていないとなると，若

リモート対談風景（場所：茨城県）

リモート対談風景（場所：北海道）
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手，女性の就職先の候補からどうしても遠のい

てしまうでしょうからね。

古村　�私の会社で年齢比率の高い50～60代の方が，こ

れから定年となりどんどん人数が減っていく，

その時に下の者がいないとなると，会社自体が

立ち行かなくなるという状況にもなっていくと

思いますし，上の方は若手を育て成長させると

いう役割を，しっかり果たせるような会社に

なって欲しいと思っています。

植田　�このままでは我々が上に立ったとき指導する力

が身についてこないのではと感じています。

飛田　�非常に貴重なご意見をいただきました。ありが

とうございます。本当に何とかしていかなくて

はいけないという，本質を突いたご意見だと思

います。

PRは“つかみ”と継続的な魅力発信を

飛田　�公共工事のコストパフォーマンスを良くするた

めには，測量・設計にも適正な利潤が確保され

るということが必要な条件になってきます。こ

れによって優秀な人材を確保して育成するとい

うような好循環につながっていくのではないだ

ろうかと思います。

　　　�その具体的な対策としては，まず発注者側とし

ては十分な予算を確保する必要があります。一

方，受注者となるような測量業者は，価格より

も，むしろ技術者と技術力で競争するというよ

うに考え方を変えていく必要があると思います。

　　　�品確法に位置づけられたり，あるいは，予算を

確保したり，それから単価を上げたりするとい

うことのために，国会議員，財務省，国土交通

省などといった周りの理解が必要なのです。そ

のために，測量の魅力，測量は高い技術力が必

要なのだということを分かってもらうための広

報活動は，さらに重要なのかなと思います。

　　　�広報活動には２段階があると思っています。第

１段階は，つかみといいますか，こちらを振り

向いてもらう，あるいは知ってもらう，興味を

持ってもらうこと。第２段階が，必要な情報を

的確に提供して，その中で正しい情報を伝え，

しっかりと理解していただく，さらに良いイ

メージを持っていただいて味方になってもらう

ことだと思っています。

古村　�測量の仕事については，世間に余り知られてい

ませんので，入職の動機づけは，他の職種に比

べて，より重要になってくると思います。スマ

ホ，SNS，YouTubeなどをフルに活用して，ま

ずは見ていただくということが大事なのではな

いかと思っています。

植田　�僕らの測量Boyzというものはとてもいいものと

して扱えるのではないのかなと思っていまして，

そこから興味を持った人は，おのずと中身につ

いて調べていくと思うのです。その上で，職業

として選択するかどうかということは，賃金を

含めた職場環境も踏まえて「やりたいけど，暮ら

していくにはちょっと厳しいな」などと思ったと

きに，それでもその仕事に魅力を感じ続けても

らえるかどうかがとても大事なのではないかと

思います。

今後の広報活動

古村　�測量Boyzが次に何をやるということは，今は決

まってはいません。また歌を歌ってくれと言わ

れたら少し難色は示すかもしれないですが（笑）。植田 雄大 氏飛田 幹男 氏 古村 禎仁 氏
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測量業界のPRにつながるのであれば協力はした

いと考えています。

植田　�このような対談や取材を受けて，この測量Boyz

というものを使って測量について少しでも広め

ていただけるのであれば協力させていただきた

いと思いますし，業界がどんどん発展していっ

てほしいと思います。

飛田　�広報推進協議会の方はこれまでの活動を，地道

ですけれどもしっかりと継続していくというこ

とが重要かなと思っています。

　　　�最近，デジタルトランスフォーメーション（DX）

やSociety 5.0といった言葉が盛んに使われてい

ますが，このような分野というのは，まさにわ

れわれ測量分野の人たちの出番なのです。デジ

タルデータの中の半分ぐらいは，位置に関係し

ているのです。なぜかというと，空間に結びつ

いて初めて，サイバー空間，フィジカル空間と

いう，Society 5.0を構成する二つの要素が成り

立ってくるわけなのです。

　　　�サイバー空間（仮想空間），言い方を変えるとデ

ジタル空間ですが，そこを形作るのがわれわれ

の仕事です。実際に現場で，いろいろな測量機

械を用いて，フィジカル空間から得たデジタル

データを仮想空間として集めるというのがわれ

われの仕事ということになるので，まさにデジ

タル社会，デジタル空間の主役は測量技術者と

いうことになると思います。ですから，われわ

れの仕事はずっと比較的地道な仕事だったので

すが，もしかしたら今後は表舞台に出るという

可能性も十分に秘めているということで，未来

を支えるような仕事になっていくということな

のかなと思います。

古村　�PRという点では，自衛隊や看護師のような感じ

でテレビCMという形はできないものなのでしょ

うか。測量業界の名前だけ出して，「測量やりま

しょう」というような感じで１日１回でも２回で

も流して，それによって，そこから測量という

業種があるということを分かってもらえるよう

な，そういう形でのアピールはできないものな

のでしょうか。

飛田　�それは非常に素晴らしい提案かと思います。広

報推進協議会として検討していきたいと思いま

す。そうですね，本当につかみのところでいい

わけですものね。測量Boyzのように，堅いもの

ではなくて少し測量からずれてでも，何かイベ

ント事をやってみるということが可能であれば，

取っ掛かりとしてはいいと私は思います。今後

ともよろしくお願いします。最後にお願いがあ

ります。測量の基準には，測量法で定めた「経緯

度原点」や「日本水準原点」という言葉があり，測

量従事者にとってはそれで良かったのですけれ

ども，一般にはそれではなかなか分かりにくい

ので，新しい言葉として「国家座標」というもの

を浸透させたいと思っています。測量法に必ず

しも縛られない分野の人たちも，しっかり統一

された日本標準の位置情報の共通ルールである

国家座標を用いてくださいというようにPRした

いと思っています。測量Boyzさんの第２弾，第

３弾のPVには入れていただくとありがたいです。

企画・進行・文責：宮嵜　久（公益社団法人 日本測量協会）

新聞取材等における感染対策に配慮したルールにもとづき，今回はWeb会議で実施し，写真撮

影のみ短時間の対面形式で実施しました。
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